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2026年（令和８年）
京ト協 四条大和大路で街頭啓発
26日に丹後王国で点検フェス
京都日産 新型車ラインアップ充実
ロータス プロジェクト例会
◀ＡＪＡ献血活動 協力者１万人突破
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京
都
自
動
車
青
年
会
議
所
（
Ａ
Ｊ
Ａ
、
森
田
明
会
長
）
は
３
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
ア
京
都
で
、
同
会
の
創
立
60
周
年
を
祝
う
式
典
を
開
催
、
会
員
や
Ｏ
Ｂ
を
は
じ
め
、

滋
賀
、
兵
庫
、
大
阪
の
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
ら
お
よ
そ
１
０
０
人
が
そ
の
記
念
す
べ

き
瞬
間
に
立
ち
会
っ
た
。
式
典
の
テ
ー
マ
は
「
守
破
離
（
し
ゅ
は
り
）
〜
新
た
な
成
長

へ
〜
」
で
、「
伝
統
を
守
る
」「
型
を
破
る
」「
新
た
な
境
地
を
確
立
す
る
」
と
い
う
守

破
離
の
精
神
に
、
自
ら
の
成
長
・
飛
躍
を
重
ね
合
わ
せ
た
。
同
行
事
は
講
演
会
、
式

典
、
祝
賀
会
の
３
部
構
成
。

【
講
演
会
】

　

講
師
は
ビ
ズ
ピ
ッ
ト
の
小

野
健
一
氏
で
、
演
題
は
「
自

動
車
業
界
の
守
破
離
〜
60
年

の
信
頼
を
、
70
周
年
の
事
業

機
会
へ
変
え
る
〜
」。

　

講
演
で
小
野
氏
は
守
破
離

を
引
き
合
い
に
、
安
全
・
安

心
、
現
場
力
、
信
頼
、
地

通
、
高
度
整
備
、
予
防
整
備

︱
の
六
つ
が
業
界
の
今
後
10

年
を
支
え
る
」
と
説
い
た
。

【
式
典
】

　

冒
頭
、
田
中
孝
謹
・
60
周

年
実
行
委
員
長
が
開
会
を

宣
言
。
司
会
者
の
呼
び
込

【
祝
賀
会
】

　

祝
賀
会
は
、
マ
ジ
シ
ャ
ン

ス
ー
ジ
ー
さ
ん
に
よ
る
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

華
々
し
く
開
宴
。
森
田
会

長
、
安
田
会
長
、
福
山
顧

域
の
つ
な
が
り
を
今
後
も

「
守
る
」
事
柄
に
定
義
。
次

に
、「
破
る
」
べ
き
も
の
と

し
て
、
自
社
で
全
て
の
サ
ー

ビ
ス
を
ま
か
な
う
「
自
前
主

義
」
を
挙
げ
、
Ｉ
Ｔ
・
設
備

投
資
、
採
用
難
、
法
改
正
リ

ス
ク
、
外
部
連
携
︱
の
４
分

野
か
ら
分
業
の
合
理
性
を
裏

付
け
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

現
在
の
整
備
業
と
い
う
枠
組

み
か
ら
「
離
れ
る
」
新
た
な

事
業
機
会
を
提
案
、「
法
人

車
両
・
リ
ー
ス
、
デ
ィ
ー
ラ

ー
受
託
、
防
災
、
地
域
交

100
人
の
立
ち
会
い
の
も
と
永
続
誓
う

る
と
い
う
志
の
も
と
、
本
年

60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
ひ
と
え
に
先
輩

諸
兄
や
各
団
体
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
の
た
ま
も
の
」
と
謝

意
。
そ
の
上
で
「
柔
軟
に
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
仲
間
・
団
体
で
あ
り
続

け
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
研
さ

ん
し
、
実
行
し
、
守
る
べ
き

は
守
り
、
未
来
永え

い
ご
う劫
歴
史
を

紡
い
で
い
け
る
よ
う
活
動
し

て
い
く
」
と
表
明
し
た
。
一

方
、
Ａ
Ｊ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
で
構
成

す
る
グ
ロ
ー
リ
ー
会
の
安
田

三
郎
会
長
は
「
思
い
返
す
と

36
年
前
に
Ａ
Ｊ
Ａ
に
入
会

し
、
多
く
の
仲
間
と
出
会

い
、
生
涯
の
親
友
も
で
き

た
。
切
磋
琢
磨
し
て
い
け
る

Ａ
Ｊ
Ａ
を
引
き
継
い
で
い
っ

て
ほ
し
い
し
、
何
よ
り
綱
領

の
も
と
、
１
０
０
周
年
を
目

指
し
て
ま
い
進
し
て
ほ
し

会
長
も
来
賓
祝
辞
で
Ａ

Ｊ
Ａ
の
こ
れ
ま
で
の
歴

史
を
た
た
え
た
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｊ
Ａ
の
歩

み
を
振
り
返
る
記
念
ム

ー
ビ
ー
が
上
映
さ
れ
た

ほ
か
、
過
去
に
会
長
を

務
め
た
安
田
氏
（
２
０

０
０
年
度
）、
井
上
雅

文
氏
（
07
年
度
）、
塩

見
淳
氏
（
09
年
度
）、

大
薮
聡
氏
（
18
年
度
）

の
４
人
を
パ
ネ
ラ
ー

に
、
業
界
の
10
年
後
に

思
い
を
は
せ
る
座
談
会

も
行
わ
れ
た
。

問
、
蛯
原
技
安
部
長
、
城
谷

会
長
が
木
づ
ち
を
手
に
鏡
開

き
を
行
っ
た
後
、
京
都
運
輸

支
局
の
堀
川
裕
之
支
局
長
が

乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。
懇

親
会
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
対
抗

の
ク
イ
ズ
大
会
が
催
さ
れ
、

Ａ
Ｊ
Ａ
の
過
去
の
写
真
に
ち

な
ん
だ
出
題
に
会
場
は
大
い

に
沸
い
た
。

み
で
登
壇
し
た
森
田
会
長

は
「
業
界
の
発
展
に
貢
献
す

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

Ａ
Ｊ
Ａ
の
顧
問
を
務
め
る
福

山
哲
郎
参
院
議
員
、
近
畿
運

輸
局
自
動
車
技
術
安
全
部
の

蛯
原
勇
紀
部
長
、
京
都
府
自

動
車
整
備
振
興
会
の
城
谷
忠

「
守
破
離
」
テ
ー
マ
に
60
周
年
式
典

Ａ
Ｊ
Ａ

＊
「
追
跡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

︱
日
銀
京
都
支
店
編
︱
」

は
７
面
に
掲
載
。

　

生
産
地
を
分
散
さ
せ
る
な
ど
し

て
各
種
原
油
・
ナ
フ
サ
製
品
の
供

給
不
安
は
解
消
へ
と
向
か
っ
て
い

る
。
だ
が
、
天
然
ガ
ス
由
来
の
Ｇ

Ｔ
Ｌ
（
ガ
ス
・
ト
ゥ
ー
・
リ
キ
ッ

ド
）
基
油
に
区
分
さ
れ
る
０
Ｗ
︱

８
や
０
Ｗ
︱
16
の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
だ
け
は
、
や
や
事
情
が
異
な

る
。
同
ベ
ー
ス
オ
イ
ル
の
全
生
産

い
と
み
ら
れ
る
。
和
光
ケ
ミ
カ

ル
は
「
オ
イ
ル
に
は
種
類
や
グ

レ
ー
ド
が
あ
る
こ
と
を
折
に
触

れ
て
ユ
ー
ザ
ー
に
伝
え
た
り
、

事
前
の
値
上
げ
予
告
、
請
求
書

へ
の
詳
細
項
目
の
記
載
な
ど
で

ス
ム
ー
ズ
な
価
格
改
定
を
す
す

め
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
」
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

石
油
製
品
の
価
格
動
向
は
、

積
み
荷
に
か
け
る
海
上
保
険
の

保
険
料
の
値
上
が
り
や
、
規
定

の
航
路
を
大
き
く
迂
回
す
る
こ

と
で
増
大
す
る
輸
送
コ
ス
ト
な

ど
で
先
行
き
が
依
然
見
通
せ
な

い
。
ま
し
て
や
、
日
本
に
と
っ

て
は
為
替
面
で
不
利
な
状
況
が

続
く
。
一
連
の
混
乱
は
ま
だ
ま

だ
収
ま
り
そ
う
に
な
い
。

中東情勢の余波
業界 の行方

量
の
う
ち
数
十
％
の
製
造
を
担
っ

て
い
た
カ
タ
ー
ル
の
液
化
天
然
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
が
、
イ
ラ
ン
に
よ
る

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
で
致
命
的
な
被
害

を
受
け
た
た
め
だ
。
和
光
ケ
ミ
カ

ル
に
よ
る
と
、
日
本
で
使
用
さ
れ

る
超
低
粘
度
オ
イ
ル
は
主
に
韓
国

製
な
が
ら
、
カ
タ
ー
ル
の
プ
ラ
ン

ト
火
災
に
伴
い
、
世
界
中
で
Ｇ
Ｔ

❻

Ｌ
基
油
の
争
奪
戦
が
過
熱
し
、
実
際

の
と
こ
ろ
備
蓄
分
を
使
い
回
す
こ
と

で
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
何
と
か
保
っ
て

い
る
の
だ
と
い
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
が
底
を
つ
く
と
、

た
だ
で
さ
え
供
給
に
不
安
を
抱
え
る

０
Ｗ
︱
20
に
需
要
が
集
中
し
、
少
な

く
と
も
価
格
の
高
騰
は
避
け
ら
れ
な

　
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
事
実
上
の
封
鎖
に
伴
う
オ
イ
ル
製
品

の
供
給
問
題
が
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。「
ナ
フ
サ

シ
ョ
ッ
ク
」
の
発
生
か
ら
お
よ
そ
半
年
、
当
初
調
達
ル
ー

ト
や
精
製
工
程
に
よ
っ
て
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
製
品
の
品
薄

具
合
が
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
状
況
が
平
準
化
す
る
一
方
、
根

本
的
な
構
造
上
の
ひ
ず
み
が
い
よ
い
よ
顕
在
化
し
だ
し

た
。
今
ま
さ
に
、
超
低
粘
度
の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
が
深
刻

な
欠
品
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。（
関
連
記
事
４
面
）

超
低
粘
度
オ
イ
ル
欠
品
危
機

世界的な製造減が原因  今後０Ｗー 20に需要集中か

講師の小野氏

森田ＡＪＡ会長

安田グローリー会会長

５
Ｗ
ー
30
の
品
薄
を
懸
念
す
る
メ
ー
カ
ー
も


